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都市再生整備計画　事後評価シート

水海道地区

平成２４年７月

茨城県　常総市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 230ha

交付期間 0.4

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし

あり

なし ●

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

●

●

 １）事業の実施状況

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画
から

削除した
事業

評価分析等業務につき，目標及び指標への影響はなし

事業を追加することで目標達成にプラスの影響があるが，目標及び
指標は据え置く

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

○

－

1年以内の
達成見込み

99,798 平成25年5月

フォローアップ
予定時期

中心市街地の賑わいの創出と回遊性促進のため追加

事業効果を把握し，評価分析等を実施するにあたり専門的知識を
必要とする業務などを委託するため追加

目標
達成度

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

中心市街地交流文化施設
利用者数

人

人 H23

指標1

指標２

指　標

フォローアップ
予定時期

平成25年5月

　当初，つくばエクスプレス開通により交通の
便が良くなることに期待をし目標値を設定した
が，引き続き進む少子化による通学生徒数の
減少及びTX守谷駅周辺でのパークアンドライ
ドによる駐車場利用増加などの理由から乗降
客数の伸び悩みが見られたが，基幹事業，駅
前道路歩道整備による段差解消により駅周辺
での歩行環境が整備され，都市再生整備計画
の目標３「歩行環境整備などだれもが安心し
て，快適にくらせるまちづくり」に寄与した。

1年以内の
達成見込み

×

79,462 H18

2,905

85,687

効果発現要因
（総合所見）

　道路事業や地域生活基盤施設，高次都市施
設の整備が遅れ，当初期待していた効果があ
まりみられなかったが，（にぎわい広場），（交
流拠点施設）の整備計画においては，地元商
店街や地域住民及び各種団体，学識経験者
の参加による協議会が組織され，本事業への
期待や愛着の高まりがみられた。

数　　値

90,000 H23

2,813H18 3,000

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値 目標値

地域資源（歴史的建造物
等）を活用したイベント

回数

その他の
数値指標２

その他の
数値指標1

0

 ５）実施過程の評価

提案事業－まちづくり活動支援事業【まちなか展覧会】の実施により数々の効果が現れた。○地域資源（歴史的建造物）の活用。○ワークショップを通し，市内に多く在住するブラジル人との交流が持てた。○筑波大学等教育機関との連携によるワーク
ショップの実施，ボランティア育成や障害者・児との交流。○市民参加により，まちづくりに対する市民協働意識の醸成。○本事業で整備した施設の管理運営を検討する協議会の設立→持続的なまちづくり体制の確立へ

その他の
数値指標３

本市に多く在住しているブラジル人との交流
は，今後のまちの活性化に必要なものと位置
づける。

市内在住外国人交流回数 H18

住民参加
プロセス

にぎわい交流施設等管理運営検討委員会の維持，継続に注力をし，持続的
なまちづくり体制の構築を目指す。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

持続的なまちづくり
体制の構築

にぎわい交流施設等管理運営検討委員会の設置。本事業で整
備した施設の管理運営手法について検討。

都市再生整備計画に記載し、実施できた

本事業による整備施設の導入機能の検討や活用について，地
元商店会や地域住民参加により検討を実施。

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

－

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

今後の対応方針等

今後は未完事業の進捗に合わせ，事業費の清算をする。

本事業に対して，住民の意識や期待，愛着の
高まりがみられ，にぎわい交流施設等管理運
営検討委員会が組成されるに至った。

実施状況

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載し、実施できた

2,710

現存する店舗や住宅等の空洞化が進行している本地区の中心市街地にお
いて，市民参加のもと，整備施設の運営・管理手法，その他活性化に必要な
事項に関することを検討し，にぎわいの創出を図る施策を展開する。

2

－

指標目標を補完し，歴史を感じさせるまちづく
りに資した。

－

にぎわい再生検討協議会

数　　値

モニタリング 交付期間中（中間期）におけるモニタリングの実施。

実施内容

回数 H180

3回数 0

目標
達成度※１

H18

5

国費率

地域創造支援事業（つくば銀行跡地運営支援事業）

交付対象事業費平成24年度事後評価実施時期

道路事業（都計道宝町山田線），道路事業（水海道南地区関連道路），地域生活基盤施設（ポケットパーク），高質空間形成施設（安心して歩けるみちづくり），高質空間形成施設（駅前道路歩道整備）

まちづくり活動推進事業（空地空き店舗情報発信），まちづくり活動推進事業（まちづくり活動支援）

水海道駅乗降客数

効果発現要因
（総合所見）

水海道地区

1494.7

道路事業（市道1707号線），地域生活基盤施設（（仮称）にぎわい広場整備事業），
高次都市施設（（仮称）交流拠点施設整備事業）

事業活用調査（事業効果分析業務）

他事業（まちづくり活動支援）の実施により目的が達成されたため
削除

地区名

事業名

他事業により目的が達成されたため，削除による目標及び指標への
影響はなし

交付期間
の変更

新たに追加し
た事業

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

平成19年度～平成23年度

－

茨城県 市町村名 常総市

平成19年度～平成23年度



様式２－２　地区の概要

単位：人 79,462 H18 90,000 H23 99,798 H23

単位：人 2,905 H18 3,000 H23 2,710 H23

中心市街地交流文化施設利用者数

水海道地区（茨城県常総市）　都市再生整備計画事業の成果概要

従前値 目標値 評価値

大目標　　水海道の中心として誇りがもて，人が集まりにぎわいと活気のある，暮らしやすさを実感できるまちの実現
　目標１：中心市街地と新たな拠点との連携を図ることで来街者の利便性と既成市街地への誘導を図り，市街地全体の活性化を図る
　目標２：「千姫となごみの街水海道」として，歴史を感じさせるまちづくりへの取り組みを行い，常総市の魅力を高める
　目標３：既存市街地や児童高齢者福祉施設周辺においての回遊空間整備と歩行環境整備などだれもが安心して，快適にくらせるまちづくりを進める

まちづくりの目標 目標を定量化する指標

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

　本事業により整備した施設を活用し，来街者の増加と滞在時間を延ばすことを重要と考え，来街の魅力につながる取り組みとして，まちなか展覧会などの魅力的なイベントの開催や，イベントのPRなど官民一体となって行い，鉄道利
用度合いを上げていく施策を展開していく。

まちの課題の変化

まちづくり活動支援事業（まちなか展覧会）の実施により歴史的建造物の活用やワークショップを通じて市内に多く在住するブラジル人との交流，筑波大学等教育機関との連携によるワークショップの実施，ボランティア育成や障害児と
の交流，市民参加により，まちづくりに対する市民協働意識の醸成などの数々の効果が現れた。それらについては，本事業の交付期間終了後も続けてほしいとの声が寄せられるようになった。さらに，本事業で整備された施設の管理
運営を検討する，にぎわい交流施設等管理運営検討委員会が組織されるに至った。

水海道駅乗降客数

（仮称）にぎわい広場イメージ

安心して歩けるみちづくり
事業による舗装美装化

駅前道路歩道整備
による段差解消

ポケットパーク整備

まちなか展覧会の様子

都計道宝町山田線
歩車道フラット化

ﾎﾟﾘﾃｸｾﾝﾀｰ茨城

関東鉄道常総線

特別養護
老人ﾎｰﾑ

常総市立
第三保育所

ﾊﾛｰﾜｰｸ常総

生涯学習ｾﾝﾀｰ

児童ｾﾝﾀｰ

■ 提案事業

まちづくり活動支援

（まちなか展覧会）

■基幹事業（道路）

水海道駅

常総市立
図書館

勤労青少

■基幹事業（高質空間形成施設）

■基幹事業（道路）
都計道宝町山田線

■基幹事業（地域生活基盤施設）

■基幹事業（高質空間形成施設）

安心して歩けるみちづくり

（市道2-14 ，市道1505）

常総市役所

■基幹事業（地域生活基盤施設）

（仮称）にぎわい広場整備

■基幹事業（高次都市施設）


